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3)乳癌手術におけるリンパ節郭清 の有効性に

関する検討
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【背察 ･日的】

乳癌に於いて,脈稀リンパ節転移は最も強い予後因子

として知られており.当院での自検刑の追跡調香に於い

ても n因子と予後との間には高い相関関係が認められ

た.椴席 リンパ節郭清.特に鎖骨下リンパ節部活の有効

性について,手術術式,リンパ節転移の有軒 予後との

関係について検討を行なった.

【対象】
1981.1.-1999.10の期間に当科で乳癌手術を受け
た症例6-13例中,女性,手術時遠隔転移無し,75歳11J､下

の条件を満たし.かつ予後調査のできた症例557刑を対

象とした.平均年齢は,52.8歳..追跡期間は,0.1-

18.8-1Fで.平均･1.99年であった.うち,再発例は,123

例∴陀亡例は68例 (原病死65例)であ･-)た.

【方法】

乳癌の術式には.年代的な変遷があるが,胸筋温存乳

腺切除術である児玉法は,晒滞鎖骨下T)ンパ節郭清を伴

い,定型的乳房切除術と同等の成磯を得られるとされ,

当科においては.83年1リ､降.3-19例に施行された. ▲方.

Auehineloss法は∴自二90年川蜂,術前 NO症例に対

して施行 され,総数は62例 であ った.児玉法 と

Auchincloss法では.鎖骨 卜1)ンパ節部活の有無 (棉

度)が異なるので.両者の比較を行い,鈍骨下リンパ節

郭清の意義について検討 した.また,児玉法を行った

349例について,リンパ節転移と再発との関係について

検討した.

【結果 ･結語】

術前 N()症例の追跡調査の結果,児玉法と AtlChill-

closs法の間に無再発発生存率の有意差は認められなかっ

た.膳轟リンパ節転移 ･鎖骨下リンパ節転移の有無 ･程

度と無再発生存率との間には明らかな相関が認められた

再発初発部位は遠隔転移がほとんどであった,膳碗鎖骨

下リンパ節郭酒はリンパ節転移状況を正確に診断する意

義があると考えられた書
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当村では,1994年2日より2000年8月までに33刑の

乳房温存頼法 (BCTlを施行した.これら症例の解析

と今後の方針について考察した.これまでの適応基準は.

腫堪径2cm 以下,乳頭腫痔間距離は3cm 虹 と∴ 旅覇

はNla以~~~F-の症例で治療方針は睦痔から2cm のマー

ジンをとった WideExcision十Axを基本術式とし

た.また原則として術後50Gyの照射を加えた.予後は

観察期間中央値29ケ月で再発.T京病死を認めていない.

切除断端の状況は断端陽性が12刑 (36.1%).陰性が13

例 (39.･191立 陽性ではないが病理学的に陰性を保証で

きない不明例が8例 (鍋,2%)あった.断端陽性12例

の原関は.乳管内進展 (Ⅰ)Slが8刑 (61.5̀吊 ,間質

侵潤が3倒 し23%),()freentprが 2刑 (15.LIOo)で

ていたのかを見たところ.12例中10刑は2ブU･ソク以 卜

管,これらは術後照射で局所再発の制御が可能と考えら

れた.断端陽性例と陰性例で全標本上に占める噛陽性標

本の割合は陽性例が50%,陰性例が27OJOと陽性例では術

前の予想よi)癌の進展範囲が広か--L.'/+=ことが分かった.

･方,巌近,BCT後の炎症性乳癌型の再発原関として

リンパ管侵襲 Hy)陽性例に鮒する術後照射が挙げられ

ている,今l~i~i]の33例申5例は ly陽性であったが,その

うち3伊那二は照射が施行されてお巧,今後厳重を経過観

察が必要である,以上の結果を踏まえ,また,原発巣の

外科的な完全切除を目指す立場から.今後.BCT の適

応で変更が可能と思われる点は,リンパ節転移状況と乳

頭腫壕間距離の制限をなくすこと,リンパ管侵襲強陽性

症例には追加乳房切除を行なうこと,さらには,病理学

的に断端陰性が保証された症例で,かつ.閉経後症例に

ついては術後照射を行なわないことである.
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【tI･用勺】花々は原則的に仝例の当院乳癌手術f41料で C-


